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先日（2013 年 10 月 8 日）、2011 年～2012 年にかけて実施された OECD（経済協力開発機

構）による「国際成人力調査」（PIAAC）の結果が公表されました。 

他方で、当研究所では、この間（2011 年度～）「若者の生活とリテラシー研究会」を立

ち上げ、2013～2015年度は科学研究費調査「社会的困難を有する若年者のリテラシー実態

とその支援に関する実証研究」（研究代表：岩槻知也）として、更生保護施設、自主夜間中

学、識字学級等の「困難を抱える」若年者のリテラシーの実態とその支援のあり方につい

て調査研究を進めてきました。 

ついては、今回の PIAAC の調査結果から本調査研究への示唆を得るために、日本版の調

査設計・分析に関わっていらっしゃった立田慶裕さん（国立教育政策研究所）をお招きし

て、以下の要項で学習会を開催することにいたしました。 

せっかくの機会ですので、多くの方々にご参加いただき、実りある学習、議論の場にで

きればと思います。 

 
※PIAAC（国際成人力調査）とは； 

PISA（OECD 生徒の学習到達度調査）の成人版。喫緊では、2011・12 年に OECD 加盟国等

24 ヶ国・地域が参加し、16～65 歳までの成人を対象にして「読解力」「数的思考力」「IT

を活用した問題解決能力」及び、調査対象者の背景について調査が実施され、2013 年 10

月にその結果が公表された。詳細は以下を参照。 

 

文部科学省 

http://www.mext.go.jp/b_menu/toukei/data/Others/1287165.htm 

国立教育政策研究所 

 http://www.nier.go.jp/04_kenkyu_annai/div03-shogai-piaac-pamph.html 

 
日時： 2013 年 12 月 22 日（日）15 時～17 時 

場所： HRC ビル 5 階ホール（〒552-0001 大阪市港区波除 4-1-37）  

http://blhrri.org/news/blhrri_news/374/374_topics_006.html 

報告テーマ： PIAAC（国際成人力調査）の結果にみる日本の成人力  

報告者： 立田慶裕さん（国立教育政策研究所・生涯学習政策研究部総括研究官） 

お申込み方法： 次頁の参加申込書に必要事項を記載のうえ【申込締切 2013/12/18（水）】 

メール（kenkyubu@blhrri.org）、または FAX（06-6581-8540）でお申し込みください。 

 

※どなたでも、ご自由にご参加いただけます［無料］ 



＜参加申込み用紙＞ 

※申込締切； 2013 年 12 月 18 日（水） 

部落解放･人権研究所 企画・研究部 

棚田洋平 行                 

                  E-mail：kenkyubu@blhrri.org 

FAX：06-6581-8540 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

２０１３年１２月２２日（日）15 時～17 時 

「PIAAC（国際成人力調査）にみる日本の成人力」 に出席します。 

 

お名前    （                ） 

ご所属    （                ） 

ご連絡先 / 電話番号（              ） 

電子メールアドレス（              ） 

 

 
 

※ ご記載していただいた個人情報は、本学習会の目的以外で使用いたしません。 
 

伝言欄 


